
芦田耕一先生近影



略
　
歴

一
九
四
六
年
二
月
六
日
生

一
九
六
五
年
四
月

一
九
六
九
年
三
月

一
九
六
九
年
四
月

一
九
七
二
年
四
月

一
九
七
三
年
三
月

一
九
七
八
年
四
月

同
　
　
年
六
月

一
九
八
一
年
四
月

一
九
九
一
年
四
月

一
九
九
七
年
四
月

一
九
九
八
年
四
月

二
〇
〇
〇
年
四
月

二
〇
〇
二
年
四
月

二
〇
〇
五
年
四
月

二
〇
〇
八
年
二
月

二
〇
二
年
三
月

神
戸
大
学
文
学
部
入
学

神
戸
大
学
文
学
部
文
学
科
（
国
語
学
国
文
学
）
卒
業

神
戸
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
（
国
語
学
国
文
学
専
攻
）
入
学

大
阪
府
立
高
等
学
校
教
諭
（
～
七
八
年
三
月
）

同
上
修
了
（
文
学
修
士
）

島
根
大
学
講
師
（
文
理
学
部
）

島
根
大
学
講
師
（
法
文
学
部
）

島
根
大
学
助
教
授
（
同
上
）

島
根
大
学
教
授
（
同
上
）

島
根
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
教
授
（
専
任
）

島
根
大
学
評
議
員
（
～
二
〇
〇
〇
年
三
月
）

島
根
大
学
法
文
学
部
長
（
～
二
〇
〇
二
年
三
月
）

島
根
大
学
評
議
員
（
～
二
〇
〇
四
年
三
月
）

島
根
大
学
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
所
長
（
～
二
〇
二
年
三
月
）

独
立
行
政
法
人
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
国
立
大
学
教
育
研
究
評
価
委
員
会
専
門
委
員

（
～
二
〇
〇
九
年
六
月
）

島
根
大
学
定
年
退
職

そ
の
他
、
神
戸
大
学
、
島
根
医
科
大
学
（
当
時
）
、
島
根
県
立
島
根
女
子
短
期
大
学

の
非
常
勤
講
師
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
国
文
学
文
献
資
料
調
査
員
を
勤
め
る
。

（
当
時
）
、
島
根
県
立
看
護
短
期
大
学
（
当
時
）



研
　
究
　
業
　
績

【
著
　
書
】

『
袋
草
紙
考
証
　
歌
学
篇
』
（
共
著
）
　
和
泉
書
院
　
一
九
八
三
、
一
〇

『
古
今
和
歌
集
連
環
』
（
共
著
）
　
和
泉
書
院
　
一
九
八
八
、
五

『
袋
草
紙
考
証
　
雑
談
篇
』
（
共
著
）
　
和
泉
書
院
　
一
九
九
一
、
九

『
歌
論
の
展
開
』
（
共
著
）
　
風
間
書
房
　
一
九
九
五
、
三

『
重
要
文
化
財
佐
太
神
社
一
佐
太
神
社
の
総
合
的
研
究
1
』
（
共
著
）
　
鹿
島
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館

『
古
代
中
世
文
学
論
考
』
（
共
著
）
　
新
典
社
　
二
〇
〇
〇
、
五

『
王
朝
文
学
の
本
質
と
変
容
　
韻
文
編
』
（
共
著
）
　
和
泉
書
院
　
二
〇
〇
一
、
一
一

『
古
代
中
世
和
歌
文
学
の
研
究
』
（
共
著
）
　
和
泉
書
院
　
二
〇
〇
三
、
二

『
六
条
藤
家
清
輔
の
研
究
』
（
単
著
）
　
和
泉
書
院
　
二
〇
〇
四
、
二

『
出
雲
国
名
所
歌
集
r
翻
刻
と
解
説
1
』
（
共
著
）
　
ワ
ン
・
ラ
イ
ン
　
ニ
O
O
六
、
六

『
出
雲
国
の
四
歌
集
』
（
単
著
）
　
私
家
版
　
二
〇
〇
七
、
一
〇

『
清
輔
集
新
注
』
（
単
著
）
　
青
簡
社
　
二
〇
〇
八
、
二

『
類
題
八
雲
集
1
翻
刻
・
解
説
と
作
者
索
引
1
』
（
共
著
）
　
私
家
版
　
二
〇
〇
九
、
一

『
人
物
し
ま
ね
文
学
館
』
（
共
著
）
　
山
陰
中
央
新
報
社
　
二
〇
一
〇
、
五

『
出
雲
文
化
圏
と
東
ア
ジ
ア
』
（
共
著
）
　
勉
誠
出
版
　
二
〇
一
〇
、
七

一
九
九
七
、
三

【
論
　
文
】

「
『
多
武
峯
少
将
物
語
』
序
論
」

「
『
多
武
峯
少
将
物
語
』
再
論
」

「
『
多
武
峯
少
将
物
語
』
覚
書
」

「
国
文
学
研
究
ノ
ー
ト
」

「
国
文
学
研
究
ノ
ー
ト
」

「
国
文
学
研
究
ノ
ー
ト
」

創
刊
号
　
一
九
七
二
、

4
号

6
号

一
二

一
九
七
四
、
五

一
九
七
五
、
一
一



「
坂
上
望
城
考
」
　
「
国
文
学
研
究
ノ
ー
ト
」
8
号
　
一
九
七
七
、
七

「
高
光
出
家
の
原
因
を
め
ぐ
っ
て
」
　
「
平
安
文
学
研
究
」
5
8
輯
　
一
九
七
七
、
一
一

「
高
津
内
親
王
の
歌
を
め
ぐ
っ
て
」
　
「
平
安
文
学
研
究
」
6
1
輯
　
一
九
七
九
、
六

「
藤
原
高
光
に
お
け
る
横
川
と
多
武
峯
の
位
置
」
「
国
語
と
国
文
学
」
5
7
巻
6
号
　
一
九
八
O
、
六

「
『
袋
草
紙
』
著
述
意
図
に
関
す
る
一
考
察
」
　
「
島
根
大
学
法
文
学
部
紀
要
」
3
号
　
一
九
八
○
、
一
二

「
翻
刻
　
桑
原
文
庫
所
蔵
『
後
撰
集
聞
書
』
」
　
「
山
陰
文
化
研
究
紀
要
」
2
1
号
　
一
九
八
一
、
三

「
翻
刻
　
島
根
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
1
『
後
撰
和
歌
集
聞
書
注
』
（
上
）
（
下
）
1
」
　
「
国
文
学
研
究
ノ
ー
ト
」
1
4
、
1
5
号

　
一
九
八
一
、
一
一
、
一
九
八
二
、
一
二

「
嵯
峨
天
皇
の
菊
の
歌
に
つ
い
て
」
　
「
島
大
国
文
」
1
0
号
　
一
九
八
一
、
一
二

「
『
袋
草
紙
』
に
お
け
る
末
代
」
　
「
中
古
文
学
」
3
0
号
　
一
九
八
二
、
一
二

「
『
後
撰
和
歌
集
』
の
構
成
」
　
「
島
大
国
文
」
n
号
　
一
九
八
二
、
一
二

「
『
後
撰
和
歌
集
』
の
配
列
」
　
「
島
大
国
文
」
1
3
号
　
一
九
八
四
、
一
〇

「
『
袋
草
紙
』
に
見
え
る
大
中
臣
家
を
め
ぐ
っ
て
」
　
「
島
根
大
学
法
文
学
部
紀
要
」
8
号
　
一
九
八
五
、
一
二

「
『
袋
草
紙
』
の
本
文
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
」
　
「
島
大
国
文
」
1
6
号
　
一
九
八
七
、
一
一

「
六
条
藤
家
顕
季
の
婿
」
「
国
語
と
国
文
学
」
6
7
巻
9
号
　
一
九
九
〇
、
九

「
『
続
詞
花
集
』
撰
集
の
た
め
の
『
袋
草
紙
』
」
　
「
島
大
国
文
」
1
9
号
　
一
九
九
〇
、
一
一

「
島
根
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
人
麿
御
奉
納
百
首
和
歌
』
1
紹
介
と
翻
刻
1
」
　
「
山
陰
地
域
研
究
」
8
号
　
一
九
九
二
、
一
二

「
藤
原
清
輔
の
「
公
通
家
十
首
会
」
の
参
加
を
め
ぐ
っ
て
」
　
「
和
歌
文
学
研
究
」
6
4
号
　
一
九
九
二
、
二

「
藤
原
清
輔
詠
と
清
輔
本
『
古
今
集
』
」
　
「
島
大
国
文
」
2
1
号
　
一
九
九
三
、
三

「
柿
本
神
社
（
益
田
市
）
蔵
「
堂
上
御
奉
納
和
歌
」
1
紹
介
と
翻
刻
－
」
　
「
山
陰
地
域
研
究
」
9
号
　
一
九
九
一
二
、
一
二

「
藤
原
清
輔
の
詠
歌
」
　
「
島
根
大
学
法
文
学
部
紀
要
」
2
2
号
　
一
九
九
四
、
一
二

「
翻
刻
　
佐
太
神
社
所
蔵
『
神
始
言
吹
草
』
」
　
「
佐
太
神
社
の
総
合
的
研
究
」
（
科
研
報
告
書
）
　
一
九
九
五
、
一
二

「
藤
原
清
輔
詠
歌
の
父
祖
詠
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
」
　
「
島
根
大
学
法
文
学
部
紀
要
」
2
4
号
　
一
九
九
五
、
一
二

「
藤
原
清
輔
の
「
歌
枕
」
詠
」
　
「
島
大
国
文
」
2
5
号
　
一
九
九
七
、
二

「
『
奥
義
抄
』
に
見
ら
れ
る
『
万
葉
集
』
歌
1
そ
の
独
自
本
文
に
つ
い
て
一
」
　
「
国
文
論
叢
」
2
5
号
　
一
九
九
七
、
一
二



「
藤
原
清
輔
の
詠
歌
と
難
義
語
」
　
「
和
歌
文
学
研
究
」
7
6
号
　
一
九
九
八
、
六

「
藤
原
清
輔
の
反
伝
統
的
詠
歌
を
め
ぐ
っ
て
」
　
「
島
根
大
学
法
文
学
部
紀
要
言
語
文
化
学
科
編
」
5
号
　
一
九
九
八
、
七

「
藤
原
顕
輔
の
最
晩
年
の
詠
歌
一
首
－
息
男
清
輔
と
の
関
わ
り
を
も
含
め
て
一
」
　
「
島
根
大
学
法
文
学
部
紀
要
言
語
文
化
学
科

　
編
」
6
号
　
一
九
九
八
、
一
二

「
『
清
輔
集
』
に
み
ら
れ
る
三
条
家
一
「
な
が
ら
へ
ば
・
・
」
詠
の
詠
作
年
代
に
及
ぶ
一
」
　
「
島
大
国
文
」
3
0
号

　
二
〇
〇
三
、
三

「
藤
原
清
輔
の
「
南
殿
の
桜
」
詠
を
め
ぐ
っ
て
一
二
条
天
皇
と
の
か
か
わ
り
一
」
　
「
島
根
大
学
法
文
学
部
紀
要
言
語
文
化
学
科
編
」

　
1
7
号
二
〇
〇
四
、
八

「
藤
原
清
輔
詠
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
漢
詩
摂
取
」
　
「
島
根
大
学
法
文
学
部
紀
要
言
語
文
化
学
科
編
」
1
9
号
　
二
〇
〇
五
、
九

「
『
清
輔
集
』
に
お
け
る
第
三
者
の
加
筆
を
め
ぐ
っ
て
」
　
「
島
根
大
学
法
文
学
部
紀
要
言
語
文
化
学
科
編
」
2
4
号

　
二
〇
〇
八
、
三

「
『
出
雲
国
名
所
歌
集
』
の
詠
歌
状
況
を
め
ぐ
っ
て
」
　
「
島
大
国
文
」
3
2
号
　
二
〇
〇
八
、
三

「
『
類
題
八
雲
集
』
に
つ
い
て
」
　
「
山
陰
研
究
」
2
号
　
二
〇
〇
九
、
一
二

「
森
為
泰
の
五
十
賀
詠
歌
」
　
「
山
陰
研
究
」
3
号
　
二
〇
一
〇
、
一
二

【
そ
の
他
】

『
清
輔
雑
談
集
　
貞
享
二
年
版
本
』
（
共
編
）
　
和
泉
書
院
　
一
九
七
八
、
一

『
清
輔
雑
談
集
　
貞
享
二
年
版
本
　
増
補
索
引
付
』
（
共
編
）
　
和
泉
書
院
　
一
九
七
九
、
二

『
伊
勢
物
語
・
竹
取
物
語
・
宇
津
保
物
語
』
（
鑑
賞
　
日
本
の
古
典
）
の
「
参
考
文
献
解
題
（
宇
津
保
物
語
）
」
尚
学
図
書

　
一
九
八
一
、
一

『
新
編
国
歌
大
観
　
第
三
巻
』
の
「
高
光
集
」
　
角
川
書
店
　
一
九
八
五
、
五

「
別
冊
国
文
学
　
古
典
和
歌
必
携
」
の
二
四
項
目
　
学
燈
社
　
一
九
八
六
、
七

『
日
本
伝
奇
伝
説
大
事
典
』
の
二
項
目
　
角
川
書
店
　
一
九
八
六
、
一
〇

『
日
本
名
歌
集
成
』
の
八
項
目
　
学
燈
社
　
一
九
八
八
、
一
一

「
短
歌
」
の
「
古
典
秀
歌
鑑
賞
」
　
角
川
書
店
　
一
九
八
八
、
一
二



『
大
歳
時
記
3
』
の
一
〇
項
目
　
集
英
社
　
一
九
八
九
、
一
〇

「
『
餐
紙
』
に
お
け
る
熟
語
の
倒
置
使
用
」
「
ぐ
ん
し
ょ
」
冗
九
五
、
四

『
袋
草
紙
』
（
新
目
本
古
典
文
学
大
系
）
の
「
下
巻
」
部
の
翻
刻
岩
波
書
店
冗
九
五
、

『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』
の
エ
ハ
晋
角
川
書
店
冗
九
九
、
五

『
国
会
図
嘉
蔵
俊
頼
髄
脳
』
（
共
編
）
和
泉
書
院
冗
九
九
、
6

「
伊
勢
物
語
「
い
と
よ
う
け
さ
う
じ
て
」
小
放
」
「
ぐ
ん
し
ょ
」
二
〇
。
。
、
七

鳶
難
韓
」
第
磐
荒
都
、
音
一
二
－
二
・
・
二
、
一

『
関
西
大
学
図
嘉
蔵
俊
秘
抄
』
（
共
編
）
和
泉
書
院
二
〇
〇
二
、
δ

『
平
安
文
学
研
究
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
の
二
項
目
和
泉
書
院
二
。
。
四
、
五

一
〇




